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『恋人よ，幸せな恋人よ』，『秘めやかな心の声』から──
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は じ め に
ヴァレリー・ラルボーが書いたエッセイに『女性の名前について』（Des
prénoms féminins）という一篇がある（1）。プレイヤード版にしてわずか 7ペ
ージのテクストだが，ラルボーの女性観を知るうえで非常に興味深い作品であ
る。その内容はと言えば，タイトルから予想される通り，女性の名前について
のラルボーの考えが自由に綴られたものである。語学に堪能で，外国に滞在す
ることが何よりの喜びであった，コスモポリットな作家ラルボーであるから，
女性の名前がテーマとなればフランスのみならず西洋諸国の女性の名前たちが
その対象となり，名前が持つ独自のイメージが語られることとなる（2）。その
なかでラルボーは次のようなエピソードを紹介している。
ある日──昼寝をしていて──私はある女性の名前の夢を見た。それを私
は一度も聞いたことも読んだこともなかったのだが，確かにこの世でもっ
とも美しい名前であり，世界でもっとも美しい娘，もっとも神々しく，も
っとも貞節で，もっとも愛すべき女性にふさわしい名前だった。（p. 888）
目が覚めると，すぐにラルボーは友人にこの発見を知らせるために手紙を書
き，「僕たちが一緒に書くことになっている小説では，ヒロインにこの名前を
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つけることになるだろう」（p. 888）と述べる。だがその後この友人は小説を
執筆する意欲を失い，ヒロインに与えられるはずの名前も忘れてしまってい
た。ラルボーが書いた手紙も見つからないまま，結局この名前は忘れられてし
まう。このエピソードから，ラルボーは小説において女性の登場人物を創作す
るうえで，その名前が喚起させるイメージを重要視していたことが窺える。名
前がひとたび決まればそこからその女性に関するイメージが生まれる場合もあ
れば，あるいは自分が描きたい女性に適切な名前を与えることでその女性像が
確固たるものとなる場合もあったのではないだろうか。
さらに小説中の女性の名前に関する言及を探すと，『フェルミナ・マルケス』
（Fermina Márquez）の第二章における次の場面が挙げられる。寄宿学校の少
年たちが，転校してきたマルケス少年の姉である美少女に関心を持ち，彼女が
「フェルミナ」という名前であることを知る。そして語り手は，その名前自身
が「彼女についての何か」を表す，と述べる。
フェルミナ，フェルミニータ……あるひとつの順序で並べられた文字た
ち，ひとつにまとまった音節，非物質的なものでありながらその中にひと
つのイメージ，そしていくつかの思い出，つまり「彼女」についての何か
を持っている。（p. 312）
名前という非物質的なもの，それは本来それ自身だけでは何の意味も持ちあわ
せていないはずである。だがしかし，それが憧れの少女の名前となれば特別な
響きを持ち，彼女の姿がその内部に秘められる。フェルミナに関する思い出
も，彼女の名前の文字と響きの中におさめられるのだ。少年たちがノートの余
白に書いておいた彼女の名前，数年後に彼らがそれを目にした時，深い感慨と
共に彼女の事を思い出すことになることも語り手は述べている。
こうした女性の名前に関する言及──名前から連想される様々な女性像，そ
して思い出を内包する名前──を見た時，ラルボーが小説で描き出す女性像に
は，直感的なイメージが多分に生かされているのではないかと思われる。つま
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り，女性たちはその名前から一瞬にして広がるイメージで構成される存在とし
て，また名前のなかにその姿が集約されてしまうような感覚的に捉えられた存
在として描かれているのではないだろうか。だがそこには，「散文も詩句ある
いは唱句と同じくらい厳密に組み立てられることを目指している（3）」と述べ
ていたラルボーであるから，直感的であると同時にそれで終わらない手法で女
性たちが描写されているはずである。ラルボーの作品に関しては心理描写が注
目されることが多いが，我々はそうしたラルボーの厳密さを考察するにあたっ
て，心理描写とは対照的な側面に注目してみたい。具体的には女性の造形に関
する描写に着目することで，ラルボーがどのような手法で女性を描き出そうと
し，またそれが作品のなかでどのように機能しているのかを検討したい。本論
では，とりわけ恋愛が主要なテーマと思われる『フェルミナ・マルケス』，そ
して三部作『美よ，私の美しき不安…』（Beauté, mon beau souci...），『恋人
よ，幸せな恋人よ…』（Amants, heureux amants...），『秘めやかな心の声…』
（Mon plus secret conseil ...）（4）を対象としてその女性描写を分析する。
1．対となるふたりの女性たち
四作品のいずれにおいても，主人公たちが好意を寄せる女性，あるいは恋人
には対となる存在の女性がいる。このふたりの女性という組み合わせに注目
し，それがどのような役割を果たしているのかをまず検討したい。
ラルボーは，恋愛対象となるヒロインたちについて，すぐにはその外見を明
らかにしないことが多い。『フェルミナ・マルケス』では，ヒロインであるフ
ェルミナは冒頭場面で妹と共に「青い服を着たふたりの少女」のうちのひとり
として登場する。ふたりを目撃した少年たちのひとりが発する「かわいい女の
子たちだな！」（p. 311）というせりふに続いて，まだ幼く少年たちの関心の
対象とはならない妹に関しては「大きな青いリボンで黒髪を結んでいる」とい
うような客観的な描写がただちに見られるのに対し，肝心のフェルミナについ
ては「その美しさを表現するための言葉が見つからなかった。というよりも，
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何も意味しない凡庸な言葉しか見つからなかった」（p. 311）と述べられる。
そして語り手の視線は下がり，「彼女の 16歳のウエストは，とてもしなやか
であると同時に引き締まってもいた」（p. 311）とやや具体的な描写がされる
ものの，続いて彼女の足取りが自信に満ちているという語り手の主観的な印象
が述べられるにとどまる。最後に少年グループのメンバーのひとりが「あの子
の靴も，服装も，髪型も最新の流行のやつだ。」（p. 311）と述べるが，直後に
この少年が日頃から自分の母親がお洒落な女性だと言い張っているものの，全
くそれ以上説明しようとしないのだ，というくだりがあるため，彼の発言は決
定的なものではない。果たして，フェルミナはどのような容姿をしている少女
なのか，定まらないままである。その後，フェルミナの容貌に関する具体的な
描写は見られない。小説の大部分を占める回想場面の終盤になって，フェルミ
ナが髪にリボンを結んでいること（p. 382），彼女と両想いになる少年サント
スより背が低いこと（p. 382），といったやや具体的な情報がわずかに提示さ
れるのみである。フェルミナに関する情報の大部分は彼女に憧れる少年たちの
想念で占められ，読者の目にはぼんやりと，だが肉感的な彼女のシルエットの
みが映し出されることとなる。
そこで，フェルミナの容貌の手がかりとして彼女の妹であるピラールの存在
に注目したい。ピラールの登場場面はごくわずかだが，終盤になって彼女が
「黒い火のような眼差し」（p. 366）をしており，彼女がしている大きなリボン
がほどけた時にはその髪は「重くて触れると硬いに違いないような漆黒の髪」
（p. 375）であるという描写がある。そこで主人公のひとりであるレニオが次
のように述べる。「フェルミナがその髪をつかんで，リボンを結びなおしてい
た……彼女たちは同じ部屋で寝ていたのだろうか？」（p. 375）。この場面で，
読者の脳裏には冒頭場面がよみがえるのではないだろうか。そもそもフェルミ
ナとピラールは「青い服を着たふたりの少女」として，ひとつにまとまったイ
メージで登場したのだ。レニオの言葉によってもう一度ふたりの重なり合うイ
メージが呼び起こされ，寝室でピラールに寄り添いその豊かな髪をまとめてい
るフェルミナの姿が一枚の絵画のように浮かび上がる。おそらく，フェルミナ
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の髪もまたピラールのように黒々とした豊かなものであろうし，そしてその顔
にはピラールと同じく黒い瞳が輝いているであろうとは想像できないだろう
か。無論，フェルミナが南米から来た少女であるという設定からも彼女の容姿
についてある程度自然にイメージは生まれるであろうが，ピラールの描写を通
してフェルミナの輪郭は密かに少し具体的な形をとるように思われる。フェル
ミナは少年たちの想念のなかで「人生のあらゆる幸福を思わせる」（p. 311）
ような美と若さの象徴として語られているものの，物語の終盤ではその内面で
の鐚藤も描写されていることから，決して神秘的な美少女というイメージには
とどまってはいないが，あくまでも彼女は青春時代の象徴的存在であり，制限
された描写によってまるでソフトフォーカスされたようにしかその姿は浮かび
上がらない。だが，ごく間接的な表現──ピラールの描写──でもって，彼女
が黒い目と漆黒の髪の持ち主であることが密かに暗示されているとすれば，そ
の表現が控えめなだけに，青春時代に対する感慨がより深く感じられはしない
だろうか。というのも，のちに語り手が現在は閉校となった学校を訪れてサン
トスがブロンドの美女と結婚したことを門番から知らされた時，フェルミナの
黒髪が浮かべば，語り手が思わず口にした「それでフェルミナ・マルケス
は？」という言葉がさらに痛ましいものとして耳に残るからだ。ぼんやりと浮
かんでいたフェルミナのシルエットが一瞬はっきりとした輪郭になって，その
黒髪がブロンドと対照をなし，過ぎ去った時代に対する複雑な思いが一瞬の内
に強く湧き上がるように思われる。
『美よ，私の美しき不安…』においては，ふたりの女性たちの補完的な描写
がより明確である。主人公の若い男性には未亡人である年上の恋人がいるのだ
が，彼女の娘に好意を持ってしまう。その娘クインニイは，まず仮装している
少女たちのグループの一員として，仮面をつけたまま主人公の目の前に一瞬だ
けその姿を現し，母親の言葉によってそれが娘であったことが彼に知らされ
る。まもなく仮面をはずした娘が再登場すると，ただちに彼女の容貌が描写さ
れる。娘はばら色の騁で青い目を持ち，ブロンドの髪をしているのだが，主人
公はすぐにこの美少女に心を奪われる。そして現在の恋人である彼女の母親の
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容貌はというと，結局この娘との比較を通して説明されることになるのだ。38
歳の母親と 15歳の娘は「同じ目をしている，娘の方が生き生きとして陽気な
眼差しではあるが母親の方が優しい目つきである」。（p. 543）主人公は娘への
関心を隠しながら，母親に次のように述べる。「あなたの娘は感じがいいね，
エディス（5）。とても行儀が良くて……あなたに似てブロンドで色白で優しく
て！あなたたちがそっくりで驚いてしまいます……どこまで似ているのか知り
たくなりますよ。」（p. 546）主人公の前に突然現れた恋人の娘，その恋人が描
写される前にただちに行われてしまう娘の描写は，彼女に向けられる主人公の
関心が反映されたものであり，それは物語の波乱を予感させ，現在の恋愛を過
去のものへと追いやる装置となっている。
視覚に訴えるふたりの女性の取り合わせを考えるならば，『恋人よ，幸せな
恋人よ…』冒頭場面のホテルの一室に横たわるふたりの女性の姿も忘れてはな
らない。語り手である主人公は，自分の目に映ったままに彼女たちの姿を描写
する。
枕が彼女たちの顔を僕から隠してしまっている。ブロンドの巻き毛とその
そばの青黒い三つ編み。そしてインガの柔らかいけれども筋肉質で白い腕
の下にあるチェルリの小麦色でごつい腕。彼女たちは眠りながら手をとり
あっている。たいした女の子たち。毛布の下で混然とした彼女たちの姿。
混ぜこぜだ。（p. 617）
対照的な容姿を持つふたりの女性は，ひとつのオブジェのように映り，ドアや
椅子，犬と共にホテルの部屋の風景に埋めこまれ，それらに同化している。主
人公の恋人であったはずのインガは，彼が知り合って間もないインガの友人で
あるチェルリと同程度の存在感で描写されているというわけである。まもなく
インガについての主人公の回想が始まり，ふたりの出会い，そしてチェルリと
の関係が語られる。まだ若く，何事にも真剣になれずに将来に漠然とした不安
を抱く主人公は，様々な回想を重ねた後，最後に次のように考える。
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そしておそらく一番の喜びとともに考えるのはインガのことだろう。
［……］インガと僕の青春時代，その青春の歳月，その頃にあったはずの
最上のもの。けれどもそう遠くないうちにこうした僕たちふたりの青春時
代は過ぎ去って，ふたりが会わなくなる時期が来ることも僕は予想してい
る。（p. 646）
たとえインガと再会することがあっても，彼女は女友達と一緒であり，一方主
人公は「僕はおそらく，ひとりぼっち」（p. 646）であろうと想像する。この
せりふは再び冒頭場面を思い起こさせるものであり，いわば環状につながって
この作品の幕は閉じられている。冒頭部分で描写されているふたりの女性の姿
は，現在のみならず過去，そして未来を暗示するものである。すなわち，イン
ガの姿がホテルの部屋の一部として捉えられた描写には，ふたりの蜜月時代の
終焉が象徴されており，またインガが女性とひとつに重なっている映像には，
将来主人公が遭遇するであろう場面が暗示されている。こうした一組の女性の
姿態を通じて，主人公の孤独と空虚感が巧みに表されていると言えるであろ
う。
『秘めやかな心の声…』には，残酷なまでに比較されるふたりの女性がいる。
主人公リュカの恋人であるイザベルと，現在彼が恋心を抱いているイレーヌで
ある。リュカは，イザベルと別れてイレーヌと交際することを思い描き，なに
かとふたりを比較する。イザベルは離婚経験のある年上の女性であり，一方イ
レーヌは若く初々しい女性であるという設定からしてふたりは対照的であるわ
けだが，主人公と口論が絶えないイザベルに対してイレーヌはいわばまだ未知
の女性であるので，おのずとそのふたりの描写の仕方も異なっている。
リュカは，イザベルと過ごした日々を苦々しく回想するなかで，彼女を最初
に見た時のことを思い出す。その時の彼女の様子は次のようなものであった。
イザベルは，いわばリュカがイギリスから戻った時に最初に見た人間であ
った。［……］初めて見る，味わいある顔つき。このあたりの女性ではな
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い。青というよりは灰がかった青い目が，淡い青色の大きな隈の奥にあ
る。どこか悲しげだが，率直で，物静かで思慮深そうな目。何と美しくま
ばゆい顔色，何て色白…… 顔の上の部分はマホガニー色のつやがある栗
色の髪に囲まれているが，帽子が髪を隠しすぎている。（p. 672）
それまでに語られたリュカとイザベルの間に起こった出来事を通して，彼女の
性格や気質は十分に描写されているのだが，ここであらたに具体的な彼女の顔
つきも浮かびあがってくる。一方，イレーヌの捉え方はもっと感覚的である。
彼女の容姿に関する具体的描写は欠けており，主人公が思い浮かべるのは彼女
の動作や断片的な印象である。
僕は彼女にふさわしくない，内気で無作法な図体のでかい中学生だ。それ
に，この愛のよりどころとなり，自信を与えてくれるどんな思い出が僕に
あるだろうか？視線かな。それにクレメンティーナ夫人の家で会う時，僕
を迎えるのが彼女はどうやら嬉しそうであるということ。彼女がカーネー
ションを手にして入ってきて，僕が「ボッティチェリの春」と言った日に
彼女が感謝するように浮かべた美しい微笑。とりわけ，若者たちは全員邸
宅のテラスへと上がっていったのに，内気だったせいかそれとも無気力だ
ったせいか，彼（6）が年配の人たちと一緒に残っていた日の「私たちと一
緒に来てください，ルテイユさん！」（7）。彼女は僕を呼ぶためにふり返
り，とがめるような，そして祈るようなかわいらしい口調でこう言ったの
だ，「私たちと一緒に来てください，ルテイユさん！」（p. 680）
視線，嬉しそうな様子，微笑，声，こうした彼女の部分的な印象が積み重なっ
てイレーヌという女性の肖像が少しずつ具体的になるものの，その輪郭は曖昧
なままであり，主人公が彼女に抱く淡い思いに似た，ぼんやりと美しいシルエ
ットのみが提示されている。主人公がこうした断片的な描写でしか彼女を語る
ことができないのは，ふたりがまだそれほど親しい関係になく，はっきり言え
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ばまだ彼女のことを知らないからである。主人公もそれをよくわかっており，
小説の終盤で次のように述べている。
まったく，お前は十分すぎるほど感じているんだろう，お前の心の中のイ
レーヌにお前の外のイレーヌをくっつけ合わせた時に，初めてお前にとっ
てイレーヌが本当に彼女自身になるということを（8）。（p. 705）
イレーヌの容姿を明確に描写できないのは，彼女がいまだイメージでしかな
く，その内実が伴っていないからである。全てを知ってしまったイザベルに関
しては容姿もが具体的に描写されるのに対し，イレーヌは抽象的なレベルで回
想されるにとどまっている。主人公はまだ自己確立ができず，女性に振り回さ
れる現在と将来に対する不安で揺れているのだが，彼にとってイザベルは現
在，イレーヌは将来の象徴と言えよう。いわば，主人公が内面において抱えて
いる，現在に対する不満足な気持ちと将来に対する期待感の対比が，イザベル
とイレーヌというふたりの女性に関する外見の描写の違いに表現されている。
以上見てきたように，四作品における対となる女性たちは，ある時はその容
姿描写を補完する関係であり，またある時は対象的な関係として登場してい
る。こうした描写は，一見すると物語においてそれほど重要な役割を担ってい
ないように思えても，実は主人公の心情を巧みに表現する機能を果たしている
と言えよう。
2．女性の身体描写
少年少女の心情を優美に，そして繊細に描いた作家として広く知られている
ラルボーだが，決して官能的な描写と無縁なわけではなく，女性の肉感的な描
写も見受けられる。ポール＝アンリ・ドロ氏は『ラルボーのエロティシズム』
と題したエッセイで，ラルボーがエロティックな場面を省略的に表現すること
を指摘しているが（9），女性とりわけその身体の描写においてはこの手法が彼
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の特色のひとつであると言えよう。その例として，まずは『恋人よ，幸せな恋
人よ…』における次のような主人公の回想場面を挙げることができる。
そこで僕は確かに彼女を僕のものにしたのだ，彼女の全てを。僕たちの間
には何の打算もなく，ただ若さと夏だけしかなかった。彼女は 19歳，そ
の左腕にははずし忘れた金の腕輪。（p. 619）
これはインガについての回想であるが，身につけていた腕輪で彼女の一糸まと
わぬ身体が表現されており，読み手の想像力に訴える省略的な手法──象徴的
な描写──が用いられている。この描写については，篠沢秀夫氏がラルボーを
ボードレールやマラルメと比較して指摘しているように（10），象徴主義の影響
は多分に明らかであろう（11）。
このような女性と宝飾品という組み合わせは決して目新しくはないわけだ
が，『フェルミナ・マルケス』では異なる形で腕輪が象徴的に用いられている。
テニスをするフェルミナは少年たちの視線を一身に集めていたのだが，その身
につけられていた腕輪をサントスが拾うことで彼の優位性は決定的なものとな
る。
ある日，試合終了後彼女［フェルミナ］がサントスにラケットを渡すと，
サントスは彼女の前でラケットの柄にキスをした。「本当に，あなたはそ
んなにラケットが好きなの？」「ラケットを握った手はもっと好きなんだ
けどね。」サントスは彼女の手首をつかみ，そこに唇を押し当てた。彼女
は乱暴に手を引いた。それで，留め金がはずれていた彼女の腕輪が落ちて
しまった。サントスはそれを拾い，僕が持っておく，と言った。「無茶し
ないで！」「はは！うまくやってみせるさ！パリのあなたの家まで今晩 11
時に持っていきます。」（p. 315）
その晩サントスは首尾よく寮を抜け出し，パリ市内に住むフェルミナのもとへ
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と腕輪を渡しに行き，結果これがふたりを親密にすることとなる。彼女の身体
の象徴ともいえる腕輪を拾い，それを夜遅くまで自分の物としてから返す，と
いうこのエピソードに，ふたりの関係の行く末が暗示されていると言えるであ
ろう。
『恋人よ，幸せな恋人よ…』において見られる，これまでの例とは少し異な
る描写も見ておこう。今度は，宝飾品ではなくヒロインたちの身体の一部が象
徴的に用いられている例である。主人公がホテルのロビーで見かけたひとりの
少女について，彼はまず次のように述べる。
出会った時の，黒い瞳の大きなはばたき。詩ができた，まずい詩だ。（Le
grand coup d’aile de l’œil noir, à la rencontre. Un vers, et mauvais．）
（p. 628）
ここで言う「詩」とはアレクサンドランのことである（12）。このつぶやきに続
いて，主人公は彼女が身にまとっているのがおそらく一流店の品物であること
や，まだ未婚であろうことなどをあれこれと具体的に分析するだけに，少女の
瞳だけに注目したこの一節は非常に印象的な描写であり，ラルボーの作品に漂
う直感的な質感が特に強く打ち出されている。少女のまばたき，その微細な動
きを翼のはばたきに喩えて拡大描写することで，アレクサンドランというごく
短い一節からでも彼女の身体の確かな存在感が浮かび上がる。
この場面の直後，インガとチェルリのふたりが登場する。エレヴェーターを
待ちかねて互いの腰に手をまわしながら階段を上る彼女たちを，語り手は次の
ように描写する。
彼女たちの統一された動き，彼女らを運ぶ美しき跳躍。その一方で，透け
ている絹の布地の下にあるふたつの小さな筋肉が，双子筋だったかな，ほ
とんど真っ白になって浮き出ているのが見えた。この筋肉は，ひざの裏側
で，ふくらはぎのふくらみをぴんとひっぱり力強いものにするのだ。（p.
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美女ふたりが寄り添って見事に調和して動く，という幻想的とも思える映像が
浮かぶ場面だが，この「ふくらはぎの筋肉」に注目した描写によって，生々し
いまでに彼女たちの肉体の存在感が生まれていると言えよう。この中篇小説の
主人公は，ラルボー作品ではおなじみの衒学的趣味が強い若い男性であるが，
女性ふたりの姿態と彼が用いる「双子筋」という医学的用語の組み合わせは意
外性に富み，鮮やかな印象を残す。女性たちの姿が主人公の意識の流れの元で
目に映るままに，直感的に捉えられ語られているように思われても，感覚的な
言葉のみに終始せず硬い用語が挿入されることで，その身体の存在，そして躍
動感が断片的でありながらも確実に伝わる効果が生まれているのではないだろ
うか。
このように，ラルボーは女性の身体や動きを描写するのにそれほど多くの言
葉を割くことはなくとも，腕輪や身体の一部を象徴的に用いることによって巧
みに表現している。直感的なイメージを大事にしながらも，厳密な描写や構成
をめざしたラルボーの姿勢が，こうした女性描写にも端的に現れていると言え
るのではないだろうか。
お わ り に
恋愛が主要なテーマとなっている作品においては，当然女性の容姿に関する
描写は重要な位置を占めるであろうし，ラルボー作品においても例外ではな
い。今回取り上げた四作品においては，女性たちの描写は時に具体的あるいは
抽象的であり，絵画的あるいは映像的であり，また物語の展開を予告したり主
人公たちの内面を反映するものであって，女性たちは画一的な扱いにはとどま
らず，様々な役割を果たしていると言えよう。ラルボーは，彼女たちを感覚的
に，だが的確な表現を与えながら描写する。
もう一度ラルボーの女性の名前に対するこだわりを思い出そう。女性の名前
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が含み持つ「何か」──ぼんやりと浮かぶシルエットやイメージ，そして思い
出たち。ラルボーにとって女性を描写することは，まずそういったイメージを
肉付けし，具体的な姿にする作業から出発するのかもしれない。今回取り上げ
た四編の小説には回想場面が多用されているが，そうした過去に対する執着は
ラルボー作品の特色のひとつである。ゆえに，回想的で様々なイメージを喚起
させる「女性」という存在は，実はそれだけでラルボーの世界観を象徴するも
ののひとつであると言えよう。この問題に関しては，今後検討を重ねていきた
い。
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盧 エッセイ・短編集 Jaune Bleu Blanc（1927）所収。Valery Larbaud, Œuvres,
«Bibliothèque de la Pléiade», Gallimard, 1957, pp. 884−890．ラルボーはモン
テーニュの Essais に収められている Des noms に着想を得てこのエッセイを書
いたと述べている。
盪 アジアの娘たちの名前についても，わずかだがふれられてはいる。Larbaud,
ibid., p. 887．「アジアの娘たちの名前，花々の名前は非常に心地よいものである
と思える。それがどのように発音されるのか知る必要があるだろう。彼女たちが
名前を言っても記憶にはとどまらず，意味，つまりその翻訳だけが記憶に結びつ
く。」
蘯 Valery Larbaud, Journal inédit, t.II, Gallimard, 1955, p. 162. «Mon argument
le plus solide est que la prose que je tâche d’écrire veut être aussi stricte-
ment construite que des vers ou des versets : pas un mot, pas une virgule
qui soient disposés sans délibération, et donc aussi inchangeables que les
mots et les signes à l’intérieur des vers.»
盻 『フェルミナ・マルケス』は 1910年に文芸誌 La Nouvelle Revue Française に
発表された。同誌には 1920年に『美よ，私の美しき不安…』，その翌年に『恋人
よ，幸せな恋人よ…』，そして『秘めやかな心の声』が 1923年に掲載された。こ
の三篇は 1923年に一冊にまとめられて出版された。なお，『恋人よ，幸せな恋人
よ…』そして『秘めやかな心の声』は内的独白の手法が用いられている小説であ
る。
１５９ヴァレリー・ラルボーの女性描写について
眈 この母親の名前であるエディス（Edith）が Des prénoms féminins のなかでは
「もっとも純粋でもっとも高貴な名前である」と述べられているのは皮肉的であ
る。
眇 この「彼」とは主人公のことである。語り手である主人公は，時々一人称の代わ
りに二人称や三人称を用いている。
眄 原文ではこのせりふはイタリア語。«Venga con noi, Signor Letheil!»
眩 この二人称は主人公が自分自身に対して使っているものである。
眤 Paul-Henri Doro, «Erotique de Larbaud » in Europe, n0. 798, 1995, p. 106.
«L’ellipse est la rhétorique profonde de l’érotique larbaldienne.»
眞 篠沢秀夫，「ヴァレリ・ラルボオにおける内的独白──Amants, heureux amants
… に即して」，『明治大学教養論集』，第 45号，1968年，pp. 23−24．「マラル
メの場合は，指輪の不在を示すことで，裸形の自由を暗示し，ラルボウは，はず
し忘れた腕環で裸体を暗示する。同じように象徴的な手法である。」
眥 ラルボーが『恋人よ，幸せな恋人よ…』で実践している内的独白という文学的手
法は，そもそも象徴主義の運動に負う所が大きい。内的独白については次の著作
を参照。Edouard Dujardin, Le monologue intérieur, son apparition, ses origi-
nes, sa place dans l’œuvre de James Joyce, Albert Messein, 1931.
眦 この後にも主人公が「もうひとつアレクサンドランができた」と述べる箇所があ
る。Larbaud, Œuvres, p. 629．«Encore! Encore“le grand coup d’aile”，etc.?
Aussi, je regardais avec trop d’insistance．（Autre alexandrin ; très Emile
Augier.）»
──大学院文学研究科研究員──
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